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第
　
五
　
巻

天

第五

界
十

十五甚

大
　
正
比

三

四
　
年記

念紀群籍塵i蒼天學大都京

　
昨
年
二
月
建
築
工
事
に
著
書
し
た
京
都
帝
國
大
學
隔
壁
部
宇
宙
物
理
墨
教
室
の
新
館
は
、
本
年
三
月
落

成
し
た
。
建
築
は
南
北
箸
置
に
分
か
れ
，
南
館
は
圖
書
室
，
講
義
室
，
研
究
室
等
、
も
っ
ぱ
ら
理
論
研
究

に
用
ゐ
ら
れ
、
北
館
は
観
測
に
直
接
關
罪
す
る
設
備
を
持
っ
て
る
る
。
中
に
も
北
館
屋
上
の
大
ド
ー
ム
は

高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
牟
、
直
径
九
ニ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、
現
今
我
國
第
一
の
も
の
で
あ
る
。
ド
ー

ム
は
川
崎
造
船
所
の
手
で
製
作
さ
れ
た
が
、
結
果
は
上
出
來
で
、
ハ
ン
ド
ル
を
三
っ
て
旧
く
屋
根
を
廻
韓

す
る
こ
ミ
が
出
下
る
。
爾
ほ
此
の
ハ
ン
ド
ル
は
野
禽
電
力
モ
ー
ト
ル
で
動
か
す
豫
定
で
あ
る
。
此
の
観
測

塔
に
設
置
せ
ら
れ
る
望
遠
鏡
は
山
本
教
授
が
長
者
に
於
い
て
購
入
さ
れ
た
三
十
三
セ
ン
チ
置
上
の
反
射
式

望
遽
鏡
で
あ
っ
て
，
罵
れ
も
亦
我
が
國
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
北
館
に
は
、
此
の
ほ
か
、
教
授
室
、
實
験

室
、
観
測
準
備
室
、
時
計
室
、
爲
眞
室
、
標
本
陳
列
室
、
地
下
室
等
が
あ
り
、
筒
，
南
北
爾
館
共
に
、
屋

上
に
は
見
晴
し
の
好
い
露
皇
を
持
っ
て
る
る
。

　
爾
館
を
合
し
た
絡
面
積
は
三
〇
九
李
方
メ
ー
ト
ル
で
、
工
事
費
並
び
に
設
備
費
に
は
約
八
萬
圓
が
費
さ

れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ロ
　
ア

　
南
館
は
三
暦
、
北
舘
は
四
暦
の
床
を
持
ち
、
筒
其
の
ほ
か
、
從
來
の
恩
賜
館
や
分
教
室
や
星
學
實
験
室

や
十
八
セ
ン
チ
赤
道
儀
室
や
子
午
儀
室
を
計
算
に
加
へ
る
ε
、
天
文
肇
全
膣
の
實
質
的
の
廣
ざ
は
約
唱
千

五
百
李
方
メ
ー
ト
ル
ε
な
り
，
此
の
ま
Σ
欧
米
に
持
ち
出
し
て
も
決
し
て
恥
か
し
く
な
い
大
き
さ
で
あ
る
Q

　
新
館
の
竣
成
を
紀
念
す
る
た
め
、
去
る
五
月
↓
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、
左
の
催
し
が
あ
っ
た
。

　
△
五
月
一
日
（
金
曜
）
　
午
後
四
時
牟
よ
り
、
大
學
職
員
其
の
他
を
招
待
し
て
落
成
彼
露
會
を
開
き
，
夜

　
　
間
は
幻
燈
映
爲
及
び
誤
写
観
測
を
行
っ
た
Q

　
△
五
月
二
日
（
土
曜
）
　
午
後
一
時
よ
り
、
大
ド
ー
ム
の
中
で
理
工
科
の
學
藝
會
が
開
か
れ
た
。

　
△
五
月
三
日
（
日
曜
）
午
後
一
時
牛
よ
り
、
法
學
部
新
講
堂
に
於
い
て
紀
念
講
演
會
を
左
の
通
り
開
催
、

　
　
一
般
に
公
開
し
た
、

　
　
　
太
陽
研
究
の
近
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
　
山
　
本
　
一
　
清
氏

　
　
　
攣
光
星
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
　
新
　
城
　
新
藏
氏

　
な
ほ
、
五
月
四
日
以
後
、
毎
週
の
月
曜
日
に
は
、
日
浸
後
の
天
文
毫
を
公
開
し
て
、
職
員
指
導
の
下
に

一
般
の
皆
々
に
天
艦
を
観
望
せ
し
め
て
み
る
。
（
京
國
帝
國
大
學
新
聞
よ
り
）

一
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浸
頭
し
て
居
る
。
こ
れ
に
よ
り
て
貧
者
の
一
燈
を
學
界
に
捧
ぐ
る
こ
噛
こ

が
出
來
れ
ば
學
徒
－
こ
し
て
の
本
懐
こ
れ
に
過
ぎ
な
い
。

　
新
装
漸
く
成
れ
る
我
が
京
大
天
文
皇
が
奪
撰
一
一
の
一
隅
か
ら
頭
を

も
ち
上
げ
た
の
は
之
を
一
の
表
徴
こ
見
た
い
。
我
が
教
室
は
頭
を
も
ち

上
げ
て
世
界
の
學
界
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
が
太
陽
は
頭
を

も
ち
上
ぴ
て
百
億
の
太
陽
を
脾
倶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
終
）

　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
天
文
肇
一
面
圖
の
室
割

IT　ED　CBA

観實學圖講敏
測瞼鷺山官

室室室室薬室

L　JHG
小疲事急談

署務叢話

室室室室室

　
　
　
　
學
　
位
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
賀
縣
　
山
　
本
　
一
　
清

右
者
論
文
軟
繍
脂
蜘
卸
飛
騰
二
色
》
畷
繰
囎
搬
上
手
琳
購
古
銅
英
文
）

ヲ
楳
〃
出
シ
テ
塵
ザ
位
ヲ
請
求
シ
本
墨
・
理
墨
・
部
殺
授
八
二
ハ
之

ヲ
授
與
ス
ベ
キ
者
ト
認
メ
タ
リ
傍
ラ
大
正
九
年
勅
倉
第

二
百
電
源
弾
倉
二
依
ソ
蕉
二
三
學
博
士
ノ
學
位
ヲ
授
ク

　
　
大
正
十
四
年
七
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
二
大
學

　
　
第
一
一
號

一
て
　
が
　
み
一

痔
啓
昨
日
は
大
概
御
め
い
わ
く
を
か
け
ま
し
た
。
遊
食
を
食
べ
る
の
も

忘
れ
て
、
思
ひ
つ
い
た
三
十
三
セ
ン
チ
の
試
験
を
決
行
し
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。
鏡
の
表
面
は
エ
リ
ソ
ン
氏
の
も
の
よ
り
多
少
劣
る
様

に
思
ひ
ま
す
け
れ
曹
も
、
牧
差
の
貼
よ
り
考
へ
て
、
其
の
結
果
の

像
は
殆
ん
7
ご
差
は
無
い
こ
ε
ε
思
ひ
ま
す
。
實
際
、
自
分
の
豫
期

し
て
居
た
通
り
の
鏡
で
す
。

京
都
の
室
で
、
あ
の
鏡
な
ら
ピ
ヶ
リ
ン
グ
や
フ
イ
リ
プ
ス
の
結
果

を
ま
か
す
こ
ε
は
困
難
で
な
い
ぐ
」
思
ひ
ま
す
。
自
分
で
考
へ
た
こ

ε
だ
け
を
ま
書
め
て
「
天
界
」
の
原
稿
に
ざ
思
っ
て
書
い
て
置
き
ま

し
た
。

銀
を
は
が
せ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
の
で
此
の
月
中
に
は
是
非
鑛
銀
の

た
め
に
参
り
ま
す
。

七
月
十
六
日

伏
見
野
砲
兵
第
二
十
二
…
聯
隊
に
て

　
　
　
中
　
　
村

山
本
先
生

九

要
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そ
の
う
ち
に
人
蓬
も
、
『
何
だ
か
火
事
で
は
な
さ
さ
う
だ
』
ε
言
ふ
の

で
四
五
人
な
ほ
熱
心
に
見
て
居
る
入
蓬
を
残
し
て
退
散
し
た
が
、
原
因

が
わ
か
ら
な
い
も
の
を
そ
の
ま
蕊
わ
か
ら
ぬ
な
り
に
、
見
捨
て
行
く
の

も
腹
立
た
し
い
感
じ
が
あ
り
、
そ
れ
に
、
愈
々
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
愈

々
備
な
の
で
、
筒
ほ
し
ば
ら
く
立
留
っ
て
見
て
居
た
が
、
太
陽
が
浸
す

る
に
つ
れ
て
、
や
つ
ミ
そ
の
正
腿
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
實
に
、
天
文
皇
の
出
來
上
っ
た
ば
か
り
の
丸
屋
根
で
は
な
い

か
。
丁
度
沈
ま
ん
ぐ
」
す
る
，
夕
陽
を
反
射
し
て
、
銅
の
屋
根
板
が
丁
度

炎
の
や
う
に
、
然
も
少
し
悪
い
天
氣
工
倉
こ
で
、
丁
度
燃
え
あ
が
る
火

事
の
眉
の
や
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
思
は
す
苦
笑
し
た
。
思
え
ば
馬
鹿
ら
し
く
も
あ
る
。
夏
に
こ
の

三
三
に
い
つ
ま
で
も
思
い
當
ら
な
か
っ
た
事
に
翻
し
て
腹
立
た
し
く
も

あ
る
。
け
れ
，
こ
も
私
は
言
ひ
知
れ
ぬ
嬉
し
さ
を
抱
き
な
が
ら
家
に
蹄
つ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
吾
々
の
天
文
皇
は
落
成
し
た
旨
』
言
ふ
嬉
し
さ

で
あ
っ
た
。
（
一
九
二
五
、
五
、
三
一
）

㊧
京
都
帯
國
大
學
の
夏
期
天
文
講
演

　
毎
年
八
月
初
旬
に
開
か
れ
る
京
都
大
學
の
夏
期
講
演
會
に
、

今
年
は
山
本
激
授
の
「
太
陽
系
の
天
文
學
」
が
含
ま
れ
て
あ
る

こ
ご
は
前
に
も
記
し
た
通
り
。
日
は
入
月
三
日
よ
b
書
入
日
ま

で
、
毎
朝
入
時
開
講
。

　
講
演
概
要
は
左
の
通
り
。

　
　
太
陽
系
の
天
立
學
　
　
　
　
理
學
部
教
授
山
本
一
満
述

序
論
　
背
景
亡
し
て
の
星
座

第
一
講
太
陽
系
の
力
副
詞
係

　
　
イ
、
蓮
　
動
　
論

　
　
　
甲
、
「
二
二
問
題
」
一
抱
物
運
動
（
地
上
で
、
宇
宙
で
）
、
楕
圓
自
動
、
ケ
プ

　
　
　
　
ソ
ル
法
則
、
太
陽
親
王
、
勉
物
線
、
双
曲
線
、
軌
造
要
素
、
遊
星
、
衛
星

　
　
　
質
量
決
定
、
彗
星
、
流
星
、
軌
道
法
、
ガ
ス
、
太
陽
熱
。

　
　
　
乙
、
コ
ニ
艦
問
題
」
i
解
け
う
も
の
定
解
け
な
い
も
の
、
遊
星
擁
動
、
長
年

　
　
　
均
差
、
小
遊
星
、
土
星
環
、
水
星
の
謎
、
未
知
星
の
捜
索
、
共
振
、
衛
星

　
　
　
軌
道
、
三
角
解
法
、
直
線
解
法
、
太
陰
論
、
潮
汐
、
歳
差
、
緯
度
攣
化
。

　
　
ロ
、
一
穴
盤
一
形
歌
弥
脚
ー
ニ
ウ
ト
ン
ま
で
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
形
、
ヤ
コ
ー
ビ
形
、

　
　
　
　
潔
ア
ン
カ
ソ
形
、
ダ
ー
ギ
ン
。

第
二
講
　
太
陽
系
の
球
面
天
二
二

　
　
イ
、
天
球
亡
座
標
、
i
天
球
、
星
座
、
地
酒
座
標
、
赤
撹
座
標
、
黄
道
座
標

　
　
　
　
相
封
座
標
。

　
　
ロ
、
蓮
行
書
暦
、
一
日
週
運
動
、
出
直
、
週
極
、
書
夜
、
月
O

　
　
　
　
年
遇
蓮
動
、
暦
、

　
　
　
　
遊
星
の
蓮
動
、

　
　
　
　
日
食
亡
月
蝕
、
掩
蔽
、
通
過
、
遊
星
面
の
現
象
、

第
三
講
　
太
陽
系
の
物
理
學

　
　
イ
、
太
陽
－
形
ビ
大
さ
、
光
熱
、
構
造
、
黒
黙
、
コ
ロ
ナ
、

　
　
ロ
、
遊
星
定
衛
星
i
分
類
、
下
等
星
、
地
球
星
、
亘
星
、
蓮
星
、
小
遊
星
、

　
　
ハ
、
彗
星
亡
流
星
、
i
形
亡
大
さ
、
光
虐
分
析
、
彗
星
亡
流
星
、
黒
石
、

第
四
講
総
　
　
　
括

　
　
イ
、
安
定
問
題
、
i
ボ
ー
デ
法
則
、
永
動
議
動
、
週
期
攣
動
、
抵
抗
物
質

　
　
ロ
、
進
化
論
i
カ
ン
下
、
ラ
プ
ラ
ス
、
モ
馨
ル
下
ン
、
ジ
馨
ン
ス
。

　
　
　
　
以
　
　
　
上

一
三
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見
た
経
験
か
ら
言
へ
ば
、
此
の
ド
ー
ム
の
中
に
は
百
老
ン
チ
（
四
＋
吋
）

乃
至
百
二
十
セ
ン
チ
（
五
十
吋
）
級
の
大
反
射
望
遽
鏡
を
据
え
付
け
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
夏
に
今
｝
つ
、
か
ね
て
ベ
ル
リ
ン
の
バ
ン
ベ
ル
グ
會
肚
に
註
湿
し
て

あ
っ
た
分
光
太
陽
爲
眞
儀
も
目
下
績
々
到
着
し
つ
、
あ
る
。
（
欺
日
前
、

或
る
一
部
は
京
都
大
學
に
到
着
し
た
。
七
月
中
に
は
全
部
着
す
る
だ
ろ

う
）
。
之
れ
は
今
あ
る
ザ
ル
ト
リ
ゥ
ス
の
シ
デ
・
ス
タ
ト
マ
蓮
結
さ
せ

て
，
近
く
、
太
陽
表
面
の
分
携
研
究
に
使
は
れ
る
筈
。

　
新
築
落
成
記
念
號
の
た
め
に
、
こ
、
ま
で
書
い
た
。
臼
本
の
諸
天
文

法
の
一
々
に
も
是
非
言
及
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
東
京
や
水
澤
は
此
の

夏
に
訪
問
す
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
其
の
後
の
印
象
を
書
く
こ
ε
に
ゆ
づ

」
て
、
今
は
欄
烈
し
や
う
。

⑱
7
ラ
マ
リ
オ
ン
氏
逝
く
去
る
六
月
四
日
、
有
名
な
天
交
家
、
詩

人
、
及
び
心
象
研
究
家
妻
ろ
カ
ミ
ュ
・
フ
ラ
マ
可
オ
ン
が
死
ん
だ
。
彼
れ
匡
、
一

入
四
二
些
万
二
＋
六
日
マ
ル
ン
上
流
の
モ
ン
テ
ニ
！
ル
・
・
ア
で
生
れ
、
爾

親
ぼ
貧
乏
で
あ
っ
カ
け
れ
．
ε
、
母
の
熱
心
に
よ
っ
て
ラ
ン
グ
ル
寺
院
の
唱
歌
隊

に
加
へ
ら
れ
、
又
、
遂
に
ば
教
父
に
な
る
筈
で
あ
っ
れ
。
電
こ
ろ
が
、
彼
れ
．
に

匡
、
や
匡
リ
、
天
文
家
に
な
る
蓮
命
が
あ
っ
実
ビ
見
え
、
五
歳
の
頃
、
水
母
に

爲
し
て
始
め
て
見
れ
日
食
の
現
象
が
深
い
印
象
准
與
へ
糞
。
三
校
卒
業
後
、
彼

に
パ
リ
に
出
て
、
つ
ま
ら
な
い
職
に
あ
り
付
い
カ
が
、
或
ろ
日
華
氣
で
れ
て
る

　
　
　
み

る
暗
、
診
に
來
象
讐
師
が
彼
か
ら
宇
宙
進
化
の
研
究
た
き
か
さ
れ
、
野
師
ば
圖

ら
す
も
、
こ
｝
に
彼
れ
の
大
天
文
聖
者
象
る
希
望
心
存
獲
凄
し
カ
Q
そ
こ
で
、

讐
師
に
彼
れ
葎
紹
介
し
て
パ
”
天
窓
塵
の
計
算
係
に
さ
ぜ
六
。
此
の
頃
即
ち
＋

二
〇

六
歳
か
ら
彼
れ
ば
書
籍
た
集
め
始
め
、
死
ぬ
ま
で
に
籔
萬
巷
の
藏
書
家
に
な
っ

て
み
た
。
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
匡
、
其
の
後
、
陣
し
れ
理
由
な
く
し
て
天
文
豪
か
ら

晃
職
さ
ぜ
ら
れ
糞
が
、
他
分
、
彼
れ
の
詩
人
ら
し
い
傾
向
が
ッ
ゴ
可
融
ー
蔓
長

書
い
ふ
我
が
鮭
の
攣
り
者
に
菊
に
入
ら
な
か
つ
糞
の
だ
ろ
う
。
後
、
フ
ラ
マ
リ

オ
ン
ぱ
経
度
局
に
計
算
尺
幽
し
て
雇
ば
れ
距
が
、
庇
の
畔
分
、
始
め
て
、
「
月
世

界
族
行
」
や
「
さ
ま
ぐ
の
世
界
」
な
ご
の
著
書
重
出
し
て
、
丈
延
々
認
め
ら
れ

糞
。
叉
、
此
の
頃
か
ら
彼
れ
に
心
塞
現
像
に
興
味
な
持
つ
や
う
に
な
つ
れ
〇
二

＋
三
歳
の
暗
、
彼
れ
に
既
に
好
評
あ
る
玉
種
類
の
書
た
著
ば
し
六
が
、
死
ぬ
ま

で
に
皆
空
五
十
種
以
上
に
も
上
つ
六
。

彼
れ
に
ツ
ユ
ギ
シ
i
（
｝
昌
く
9
に
、
一
年
百
四
＋
フ
ラ
ン
つ
づ
の
家
賃
准
彿

っ
て
、
叫
つ
の
夏
置
旧
准
借
り
受
け
、
こ
㌧
に
小
さ
な
天
丈
壷
た
起
し
旗
Q
其
の

頃
、
ま
九
彼
れ
滞
空
氣
球
に
興
味
為
趨
し
、
始
め
て
其
れ
で
飛
行
な
ご
為
や
つ

六
〇
一
入
六
七
年
か
ら
一
入
八
○
年
頃
ま
で
の
間
に
彼
れ
ば
十
二
回
も
此
う
し

れ
飛
行
た
し
r
o
フ
ラ
マ
リ
ナ
ン
に
一
入
入
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
天
端
學
會
か
創

立
し
象
が
、
翼
の
創
立
二
＋
五
年
祭
の
蒔
此
の
會
は
フ
ラ
マ
リ
ナ
ン
の
乳
め
に

特
別
な
覗
賀
會
を
催
し
六
．
》
か
う
し
て
此
の
大
天
文
家
の
功
績
が
世
界
申
に
認

め
ら
れ
六
の
で
あ
ろ
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
マ
ル
ス
・
チ
膨
フ
氏
ば
第
六
〇
五

二
小
遊
星
た
、
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
の
名
轡
の
六
め
に
ジ
ュ
ギ
シ
ア
（
冒
・
冨
）
ε
命

名
し
宍
。
又
、
月
の
中
の
「
つ
の
火
山
が
フ
ラ
マ
リ
ナ
ン
定
命
名
さ
れ
れ
が
、

之
れ
に
彼
れ
も
大
攣
に
喜
ん
だ
。
彼
れ
ば
理
屈
や
天
文
學
為
薯
及
さ
ぜ
る
に
努

め
、
た
め
に
鰻
萬
の
人
々
が
彼
れ
の
著
書
た
通
じ
て
弓
丈
た
知
り
始
め
表
。
彼

れ
に
立
川
の
出
汐
幽
早
“
心
か
昏
＼
又
売
實
な
流
｝
べ
ろ
の
に
面
掬
楽
な
ス
タ
イ
ッ
な
持
っ
て

る
糞
。
フ
ラ
マ
リ
ナ
ン
は
労
い
ろ
一
の
有
盆
な
隠
男
灘
測
、
妹
に
月
や
火
星

か
研
究
し
糞
Q
彼
れ
匡
大
事
業
家
で
あ
り
、
一
般
臨
書
界
に
よ
く
讃
ま
れ
六
〇

個
人
ミ
し
芙
、
お
ミ
な
し
く
，
出
し
や
ぼ
り
で
匡
な
か
つ
葺
け
れ
ご
、
巧
み
な

座
談
家
で
あ
っ
六
〇
彼
れ
民
心
塞
現
象
に
非
常
な
興
昧
な
持
ち
｝
　
一
九
二
一
二
年

に
に
心
犠
研
究
會
の
會
長
に
推
さ
れ
糞
。
彼
れ
の
言
に
よ
れ
ば
人
の
蜜
魂
の
性

質
や
薄
命
の
研
究
ば
天
丈
智
識
定
關
係
あ
ろ
ら
し
く
、
死
ん
だ
者
定
生
き
て
み

ろ
者
ざ
の
心
露
交
通
か
信
じ
，
肉
膿
が
無
く
な
っ
て
も
墨
田
の
不
滅
存
在
か
信

じ
、
死
者
の
心
に
よ
っ
て
目
に
見
え
る
生
き
乳
弓
鋸
な
准
ご
信
じ
て
ゐ
余
o
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ー
ス
ト
夫
婦
は
休
暇
に
フ
ロ
リ
ダ
へ
出
掛
け
た
こ
ミ
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
時
も
彼
れ
は
天
文
計
算
材
料
を
持
っ
て
行
っ
た
Q

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
君
は
、
長
く
、
ロ
ー
ヤ
ル
天
文
墨
會
や
大
英
天
文

協
會
や
ド
イ
ツ
天
文
協
會
や
配
転
天
文
學
會
の
配
員
で
あ
っ
九
。
彼
れ

は
二
年
間
、
村
を
代
表
し
て
、
郡
の
監
督
局
に
出
た
こ
こ
が
あ
り
，
叉

村
の
た
め
に
、
い
ろ
く
善
い
働
き
を
し
た
。

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
君
は
去
る
二
月
二
十
七
日
の
朝
、
突
然
、
腸
出
血

を
起
し
、
三
月
一
日
其
の
ホ
ー
ム
で
死
ん
だ
。
そ
の
整
っ
た
立
派
な
一

生
に
ふ
さ
は
し
い
直
結
な
儀
式
の
後
、
其
の
遺
骸
は
知
人
朋
友
に
護
ら

れ
な
が
ら
ミ
ル
ラ
ー
キ
ー
市
へ
火
葬
の
た
め
途
ら
れ
た
。
（
山
本
課
）

　
　
山
本
曰
く
Q

　
　
　
バ
ソ
ツ
塾
教
授
も
パ
i
〃
ハ
4
ス
ト
教
授
定
同
様
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
皇

　
　
の
殆
ん
ざ
創
立
當
初
か
ら
の
藁
員
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
天
文
墓
を
め
ぐ

　
　
る
旧
い
芝
生
の
上
に
．
、
ま
ば
ら
に
多
く
の
壷
員
弁
ち
の
宅
が
あ
り
ま
ず
、
が

　
　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
宅
定
バ
ソ
ソ
ト
宅
ミ
に
特
に
近
く
、
正
面
に
向
び
合
っ
て

　
　
あ
る
關
係
上
、
此
の
二
家
族
の
間
の
交
際
が
、
最
も
親
し
い
や
う
に
、
私
に

　
　
に
思
ば
れ
ま
し
索
O
右
の
丈
に
も
あ
る
通
り
、
パ
ー
ル
バ
ー
ス
ト
、
教
授
の
自

　
　
働
車
に
最
も
多
く
御
厄
介
に
な
ろ
の
匡
バ
ソ
ソ
ト
家
族
で
、
次
ぎ
が
プ
ン
．

　
　
ど
ー
ス
プ
ル
ク
家
な
の
で
す
。

三
ご

⑳
天
文
講
蟹
會
　
來
る
入
月
十
一
、
十
二
、
十
三
の
三
日
間
、

長
野
縣
上
高
井
郡
須
坂
町
小
難
綾
で
左
の
適
薬
會
が
開
か
れ

る
Q
詳
細
は
同
稜
の
宮
川
周
治
氏
に
底
ひ
合
は
せ
ら
れ
た
し
。

　
「
敷
　
育
的
天
交
學
」
　
　
　
京
大
教
授
理
學
博
士
　
山
　
本
　
　
一
　
清
氏
述

一
、
地
球
（
天
爵
學
上
よ
り
見
詰
る
）

　
　
イ
、
形
朕
。
球
形
証
明
（
出
船
入
船
、
族
行
、
月
食
、
天
頂
星
）
、
楕
圓
燈
Q

　
　
ロ
、
自
轄
。
遽
度
、
日
義
蓮
動
、
蒔
劉
、
経
度
、
日
時
計
の
作
り
方
。

　
　
ハ
、
公
蘇
。
楕
圓
軌
道
、
平
均
距
離
、
速
度
、
太
陽
の
異
動
、
黄
道
、
季
餓
。

　
　
二
、
質
量
Q
太
陽
の
分
敷
、
紹
封
質
量
（
山
の
引
力
、
孔
、
ね
ぢ
秤
）

ご
、
太
陽
系
（
一
の
王
國
ぜ
し
て
）

　
　
イ
、
寸
法
Q
形
オ
距
離
オ
の
關
係
。

　
　
ロ
、
軌
道
摸
型
の
製
作
法
。

　
　
ハ
、
比
較
天
艦
學
。
　
（
太
陽
、
大
遊
星
、
外
遊
星
、
地
球
遊
星
、
内
遊
星
、

　
　
　
　
　
　
小
遊
星
、
彗
星
、
流
星
）
一
種
々
の
珍
世
界
。

　
　
二
、
θ
干
出
田
㎞
連
動
甲
。
加
連
副
動
の
研
究
法
、
乱
軌
道
系
へ
の
影
一
口
Q

三
、
恒
星
界
（
一
の
杜
會
ぜ
し
て
）

　
　
イ
、
　
｝
穴
球
O
地
球
。
こ
の
蟄
昭
…
、
認
齢
二
上
の
方
便
Q

　
　
ロ
、
星
座
。
古
の
用
途
、
今
の
用
途
、
敏
育
的
敷
果
Q

　
　
ハ
、
光
虐
色
Q
天
界
よ
り
の
無
腺
通
信
。

　
　
二
、
ス
ペ
ル
㍗
ル
。
（
天
禮
分
類
學
）
Q
蓮
動
、
観
差
、
進
化
論
法
。

　
　
ホ
、
距
離
。
直
接
測
量
法
、
間
接
測
量
法
、
大
小
相
言
々
係
。

　
　
へ
、
宇
宙
の
構
造
Q
入
誰
で
も
の
問
題
。

　
　
　
　
　
以
　
　
上
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雑

報

⑲
凱
星
の
三
見
　
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
よ
り
の
電
報
に

よ
る
定
、
去
ろ
五
月
二
十
五
日
、
南
ア
フ
リ
カ
の
喜

　
　
　
　
　
　
ア
マ
チ
ユ
や

望
峰
T
附
近
に
．
み
る
過
言
人
送
出
山
家
へ
R
・
ソ
ト
ソ
ン
定
い

ふ
人
が
普
選
星
座
の

　
　
赤
経
山
ハ
時
一
二
十
－
五
分

　
　
赤
緯
六
十
二
度
三
十
四
分
（
南
）

亡
い
ふ
黙
に
、
二
等
星
の
輝
や
音
奄
放
つ
一
新
星
奄

書
見
し
六
悪
い
ふ
。
之
れ
ば
誠
に
近
頃
珍
ら
し
い
こ

定
で
あ
ろ
O
蘇
に
二
等
級
ほ
こ
の
新
星
託
し
て
に
、

五
年
前
に
デ
ニ
ン
グ
氏
や
帥
田
氏
が
獲
見
し
れ
白
鳥

座
第
三
新
星
以
來
の
事
件
で
あ
っ
て
、
南
勢
球
の
天

気
墓
で
ば
之
れ
の
襯
測
に
多
忙
准
極
め
て
居
る
こ
建

で
あ
ら
う
。

　
黄
緯
六
十
二
度
牛
で
あ
る
か
ら
、
地
球
上
で
に
北

緯
二
十
七
度
以
上
の
土
地
で
匡
全
く
見
え
な
い
筈
で

我
が
國
肥
し
て
に
沖
縄
及
び
甲
乙
だ
け
か
ら
、
低
く

南
方
の
地
挙
線
に
見
え
る
だ
ら
う
。
位
置
は
カ
ノ
プ

ス
星
の
南
十
度
、
霊
家
座
の
ア
星
（
三
等
）
定
近
く
並

ん
で
其
の
二
度
西
に
、
ア
星
よ
り
に
強
く
輝
や
い
て

る
る
筈
で
あ
る
。

　
今
ま
で
の
報
知
で
ば
疏
の
星
が
其
の
後
、
光
准
噌

す
か
減
す
る
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
亙
り
に
直
ぐ
減

光
す
る
定
し
て
も
、
倫
籔
週
間
に
肉
眼
で
立
派
に
見

え
ろ
程
度
の
も
の
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
書
家
星
座
薪
星
に
此
の
星
座
中
に
現
に
れ
糞

最
初
の
も
の
で
、
多
く
の
新
星
に
似
す
、
銀
河
か
ら

技
二
十
度
も
離
れ
て
ゐ
、
む
し
ろ
大
マ
セ
ラ
ン
霊
に

近
い
。
（
其
の
距
離
入
度
Q
）
あ
ひ
曾
く
、
豊
潤
の
淺
の

天
1
1
太
陽
の
琿
や
き
に
近
い
染
め
賢
愚
困
難
で
あ
ら

う
が
、
間
も
な
く
早
朝
槻
望
が
便
利
に
な
る
だ
ら
う

㊧
日
取
晦
近
い
帽
躍
曇
　
一
九
一
七
』
牛
一
ト
爾
亜
ユ
ニ
ナ
ン

天
丈
由
署
長
イ
ン
ネ
ス
（
本
誌
第
二
九
二
頁
塗
照
）
氏

が
セ
ン
タ
ウ
ル
座
ア
星
の
近
く
に
毎
年
三
・
入
五

秒
も
蓮
動
ず
る
微
星
た
認
め
、
思
差
た
硯
貸
し
六
結

果
、
之
が
ア
星
ビ
同
程
度
の
近
距
離
に
あ
ろ
恒
星
で

あ
る
・
と
が
分
り
、
プ
ロ
ク
シ
マ
（
最
近
星
）
虐
呼
ば
れ
、

て
有
名
虐
な
つ
糞
が
、
近
頃
、
ハ
ー
ゾ
ー
ド
天
底
憂

の
W
・
～
ラ
イ
テ
ン
（
ピ
一
翼
2
）
氏
が
研
究
し
乳
所

に
よ
る
定
、
此
の
星
の
固
有
良
器
に
毎
年
三
・
九
〇

秒
で
あ
り
、
覗
差
匡
O
。
入
○
秒
ら
し
く
、
從
っ
て

吾
が
太
陽
系
か
ら
に
四
・
〇
七
光
年
定
い
ふ
最
近
距

離
な
る
事
が
確
め
ら
れ
糞
Q

㊧
遊
星
の
表
面
温
度
　
メ
ン
セ
ル
（
冨
①
芝
葺
）
、
コ
プ

ソ
ン
ツ
（
O
o
び
一
Φ
口
盆
）
、
ラ
ン
プ
ラ
ン
ド
（
い
9
⊃
影
℃
H
醤
q
）

三
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
太
陽
系
の
諸
遊
星
に
つ
い
て

に
、
表
面
温
度
が
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
亡
。

　
水
星
　
　
　
　
　
　
　
　
撮
氏
約
四
〇
〇
度

働

調同同同黒金
ル　　　星星

壽繍蘇

響織芭

二輪
有同線同素同

　
　
六
〇
度

零
下
三
〇
度

　
　
約
○
度

約
十
二
三
度

零
下
六
〇
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
國
に
有
名
な
教
父
・
に
し
て

天
冠
家
で
あ
る
コ
ル
テ
イ
師
（
》
璽
　
同
ピ
．
　
O
〔
▼
同
属
一
①
）
立
去

る
五
月
十
六
日
に
死
ん
だ
ビ
い
ふ
。
彼
れ
ば
一
入
五

九
年
生
れ
馳
で
あ
ろ
か
ら
、
生
涯
に
山
ハ
十
山
隔
年
で
あ
っ

≠
わ
け
で
あ
る
Q
い
つ
も
快
活
で
証
會
に
廣
く
朋
友

三
六

な
持
っ
て
る
袋
。
始
め
ス
｝
ー
ニ
ー
ハ
ー
ス
ト
學
院

（。。

W
曙
ぎ
蜂
）
で
教
育
た
受
け
、
一
八
七
入
年
ロ
ー

ハ
ム
㍗
ン
で
エ
ス
イ
下
下
團
に
入
り
、
一
入
九
二
年

に
教
父
ピ
な
つ
糞
。
其
の
差
扇
ん
ご
三
十
年
間
ス
ト

ー
ニ
ー
ハ
ー
ス
ト
思
Ψ
院
の
職
口
貝
詳
し
て
、
圭
に
物
理

？
」
数
學
書
な
敷
へ
、
又
、
十
九
年
間
、
出
目
樂
も
教
へ

糞
。
彼
れ
に
頗
ろ
通
俗
向
き
の
講
演
者
で
、
生
涯
の

間
に
多
く
の
若
巻
糞
ち
に
親
し
ん
だ
關
係
か
ら
、
後

に
至
る
も
、
世
界
中
に
散
在
し
て
み
ろ
彼
等
ピ
紹
え

す
交
通
し
て
ゐ
実
。
ス
ト
ー
ニ
ー
一
望
ス
ト
で
コ
ル

テ
イ
師
に
あ
ら
ゆ
る
集
會
に
必
要
な
人
だ
つ
恥
。
歌

も
御
話
も
皆
大
男
迎
さ
れ
、
さ
ビ
い
ユ
ー
モ
ア
で
以

っ
て
、
多
く
の
地
方
話
題
を
例
の
ラ
ン
ガ
シ
ア
辮
で

黒
き
立
て
」
匡
選
者
た
喜
ば
ぜ
六
。
天
文
學
上
の
講

話
に
大
に
望
ま
れ
、
奇
智
に
豊
か
な
其
の
話
し
ぶ
り

が
賠
衆
を
惹
き
つ
け
、
こ
う
し
て
も
人
々
の
興
味
為

よ
び
起
さ
す
に
匡
お
か
な
か
つ
表
。

　
黒
黒
シ
ド
グ
リ
ー
ヴ
ス
（
聾
創
鴨
①
覗
く
Φ
。
σ
）
哺
…
が
ス
ト

ー
二
ー
ハ
ー
ス
ト
學
懇
諭
丈
皇
長
で
あ
ろ
間
（
一
八

九
〇
1
｝
九
｝
九
年
）
匡
大
攣
に
よ
く
働
き
、
先
髄

の
死
後
、
一
九
一
九
年
に
蔓
長
職
た
縫
い
だ
。
彼
に

主
に
太
陽
黒
黙
亡
地
磁
氣
書
の
關
係
な
硯
遅
し
」
多

く
の
論
丈
為
ロ
ー
ヤ
ル
天
丈
學
會
や
天
禮
物
理
雑
誌

に
出
－
し
穴
O
宜
ハ
の
中
に
ば
又
シ
ド
グ
リ
ー
ヴ
ス
師
の

興
味
で
あ
る
恒
星
ス
ペ
ル
ト
ル
に
関
す
る
も
の
も
少

な
く
な
か
つ
れ
。

　
コ
ツ
テ
イ
師
は
ペ
リ
ー
師
の
傳
統
た
受
け
て
日
食

現
象
葎
早
出
す
ろ
固
め
度
々
遠
征
直
行
た
試
み
公
。

例
へ
ば
一
九
〇
五
年
に
ば
ス
ペ
イ
ン
の
罪
ナ
ロ
ス
へ

一
九
一
一
」
牛
に
．
械
ト
ン
ザ
群
島
中
の
ゾ
ゾ
ウ
へ
、
叉
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一
九
一
四
年
に
匡
ス
エ
ー
デ
ン
の
ヘ
ル
ネ
ー
サ
ン
ド

へ
日
食
ハ
に
出
か
凸
り
糞
。
宜
ハ
の
由
T
、
始
め
P
μ
蝕
り
天
氣

が
μ
好
く
な
か
つ
六
が
μ
、
ス
エ
ー
デ
ン
へ
行
つ
雲
時
に

ば
「
完
全
な
晴
天
」
の
下
に
掻
暮
た
遂
行
し
、
分
光
観

測
や
コ
ロ
ナ
爲
眞
の
見
事
な
も
の
骨
膜
，
一
九
一
四

年
の
ス
ト
ー
ニ
ー
ハ
ー
ス
ト
天
丈
蔓
報
告
に
獲
表
し

糞
。　
一
入
九
｝
年
に
コ
ッ
テ
イ
師
ば
ロ
ー
ヤ
ル
天
丈
學

會
の
フ
エ
・
1
に
推
さ
れ
、
長
く
同
會
の
評
議
員
か

つ
ミ
め
表
。
又
、
彼
れ
に
大
英
天
丈
學
會
に
ば
一
八

九
四
年
以
來
會
員
亡
し
て
活
躍
し
、
＋
一
年
（
一
九

〇
〇
一
一
九
一
〇
年
）
問
そ
の
太
陽
部
の
部
長
が
つ

ビ
め
公
Q
一
九
一
一
年
に
匡
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
天
丈

學
會
の
會
長
定
な
り
、
　
一
九
ニ
ニ
年
に
ば
國
際
天
丈

同
盟
の
太
陽
著
書
薗
部
の
部
員
定
な
り
、
其
の
年
の

ロ
ー
マ
會
議
に
も
出
席
し
れ
Q
其
の
會
の
後
、
彼
れ

ば
パ
ド
ゾ
大
學
創
立
七
百
年
目
に
列
し
て
名
響
學
位
、

為
…
送
ら
れ
、
【
最
近
、
又
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
円
理
學

會
の
會
引
書
な
つ
れ
。

⑲
醜
誌
・
鬼
二
か
年
・
甲
の
パ
曙
・
天
山
叉
新
里
　
此
の
天
丈
駕
里

も
、
佛
國
内
の
他
の
多
く
の
學
府
ぜ
乱
舞
、
必
要
な

経
費
に
鷹
一
す
ろ
資
金
の
・
欠
乏
に
苦
ん
だ
が
㍉
幸
・
び
に

し
て
ア
イ
ザ
ー
ク
・
ロ
バ
ー
ツ
夫
人
の
補
助
に
よ
つ

て
幾
分
た
補
ふ
こ
亡
が
出
來
雲
。

　
天
丈
盗
で
に
、
赤
道
儀
で
の
観
測
や
、
事
象
襯
測

や
、
天
髄
物
理
、
光
度
測
定
、
星
隅
作
製
な
ご
、
．
い

ろ
ノ
、
の
方
面
の
事
業
が
行
に
れ
六
Q

　
ツ
ユ
ル
。
バ
ヨ
ー
（
｝
巳
雲
切
9
旨
睾
餌
）
氏
に
分
光
光

度
生
悟
に
よ
っ
て
各
種
の
型
の
十
入
恒
星
の
ス
ペ
ク

下
ル
の
エ
ネ
四
ギ
ー
分
布
為
砺
究
潜
し
六
〇
器
械
に

天
丈
壷
の
工
場
で
作
ら
れ
☆
も
の
で
、
り
〃
天
文
憂

の
ラ
イ
ト
氏
の
用
み
て
み
る
も
の
に
似
で
み
ろ
。

　
星
の
光
た
、
ま
つ
、
鏡
で
反
射
し
て
ソ
ン
ズ
へ
持

っ
て
來
、
そ
こ
で
亭
行
光
線
に
愛
へ
、
そ
れ
か
ら
叉

プ
リ
ズ
ム
ミ
ソ
ン
ズ
ぜ
な
通
す
。
光
三
部
ば
加
減
の

出
躍
る
細
隙
の
付
い
糞
コ
リ
マ
ー
ト
ル
で
、
既
の
コ

リ
マ
ー
ト
ツ
の
他
端
に
匡
、
プ
リ
ズ
ム
の
端
に
並
行

し
象
棒
が
付
い
て
ゐ
、
そ
れ
で
ス
ペ
ク
ト
ル
の
爾
側

に
回
折
光
が
串
聚
て
、
色
の
尺
度
亡
な
っ
て
ゐ
ゐ
。

標
準
ラ
ン
プ
の
光
像
ぼ
コ
リ
マ
ー
｝
ッ
の
細
隙
に
落

ち
る
。
此
の
器
械
匡
、
少
し
く
愛
更
す
れ
ば
、
天
丈

墓
の
小
反
射
鏡
に
も
用
ゐ
ら
れ
ろ
。

　
國
墨
型
眞
星
表
書
星
型
の
作
製
オ
ば
漸
次
出
來
上

つ
．
て
行
く
Q
叉
、
天
丈
盛
員
ば
多
く
の
研
究
論
丈
な

此
の
年
中
に
出
版
或
ば
畿
表
し
れ
。

翻
河
西
薦
の
エ
リ
ソ
ン
反
射
鏡
　
昨
年
十
二
月
長
野

縣．

ﾌ
同
氏
の
希
望
に
よ
り
自
分
の
案
で
六
蒔
孚
エ
リ

ソ
ン
鏡
を
首
触
接
エ
リ
ソ
ン
氏
に
器
㎞
微
部
一
μ
ベ
ヨ
ヵ
1

薩
に
注
文
し
れ
。
鏡
の
焦
瓢
距
離
ば
五
十
四
吋
F
入

で
鏡
の
質
に
し
て
も
理
想
的
の
も
の
で
あ
る
Q
接
眼

鏡
ば
最
近
同
母
よ
り
獲
蜜
さ
れ
反
射
日
電
し
て
好
評

た
受
け
て
居
ち
ナ
沙
ソ
〃
ロ
マ
チ
ソ
ク
一
九
、
十
二
、

玉
・
山
ハ
ミ
リ
の
一
二
個
帥
ち
七
（
）
、
一
　
↓
∩
）
、
二
ご
一
〇
の

一二

ﾂ
で
山
ハ
雪
田
†
ビ
し
て
適
轡
田
な
・
も
の
で
あ
る
。
一
回
國

型
の
接
眼
鏡
分
光
器
等
随
時
に
取
付
け
得
ろ
様
に
な

っ
て
居
る
．
去
ろ
五
月
末
無
事
到
着
し
穴
が
費
用
ば

原
債
で
四
四
ポ
ン
ド
稚
百
圓
で
素
人
用
経
緯
塞
ミ
し

て
光
學
蔀
分
品
ピ
し
て
も
理
想
的
な
も
の
で
あ
ろ
。

口
君
ば
前
年
來
努
力
な
沸
っ
て
居
ら
れ
ろ
攣
光
星
襯

測
に
便
用
ぜ
ら
れ
る
に
す
で
あ
る
。
ナ
ル
ソ
ク
ロ
マ

ツ
〃
ば
一
九
ミ
リ
よ
り
長
い
も
の
が
出
費
ぜ
ら
れ
て

な
い
の
で
二
五
ミ
リ
の
ケ
ル
ナ
門
島
求
め
ら
れ
る
ば

す
で
あ
る
Q
此
の
設
計
に
基
い
て
同
型
の
も
の
が
ベ

ー
カ
ー
祉
よ
り
飽
田
獲
費
ぜ
ら
れ
て
居
ろ
。
優
良
な

る
素
人
用
反
射
鏡
が
求
め
ら
れ
て
居
る
今
日
極
め
て

良
好
な
も
の
書
套
ふ
Q
鏡
の
質
ば
二
分
の
暗
室
内
試

験
に
よ
れ
ば
エ
リ
ソ
ン
氏
の
標
準
に
蓮
ぜ
る
實
用
上

完
全
な
も
の
虐
思
ふ
（
中
村
要
）

⑳
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
反
射
鏡
　
ニ
ュ
ー
ツ
ー

ラ
ン
ド
フ
ン
グ
ヌ
イ
二
丈
壷
長
ぜ
し
て
叉
古
く
よ
り

鏡
製
作
者
亡
し
て
名
め
ろ
フ
ー
ド
氏
ば
最
近
に
二
十

吋
孚
反
射
鏡
た
完
成
し
れ
Q
此
に
に
九
万
華
ク
ツ
〃

赤
道
儀
の
反
封
側
に
定
り
つ
け
眼
閃
用
に
作
ら
れ
筒

の
上
部
が
廻
韓
す
る
様
に
作
ら
れ
れ
。
南
天
に
於
け

る
有
力
な
ろ
器
械
公
る
々
失
ば
ぬ
Q
（
中
村
要
）

　
⑳
嵐
年
度
第
践
彗
星
の
護
見

　
　
　
去
ろ
七
月
十
三
コ
口
　
（
グ
リ
ン
ヰ
チ
畔
刻
）

二
＋
三
時
七
分
に
、
さ
き
に
第
四
彗
星
（
テ
ン
ペ
ル

第
二
）
な
三
見
し
糞
ス
下
べ
（
ω
8
げ
び
Φ
）
氏
が
陰
々
第

五
彗
星
泡
獲
見
し
敦
。
之
れ
ほ
、
や
ば
り
、
今
年
毘

現
す
る
筈
ε
豫
期
さ
れ
て
ゐ
雲
チ
ル
フ
週
期
彗
星
で

あ
る
O
　
震
見
の
時
ば

　
誰
亦
庶
爬
　
　
一
一
山
i
一
一
瞬
町
五
ム
ー
貿
八
ム
呼
気
陣
口
回
宙
か
へ
’
一
ム
ー
鉢
〃

　
繭
亦
緯
（
北
）
二
十
四
度
十
山
ハ
分
　
同
　
北
へ
　
・
七
分

　
光
度
　
　
　
十
五
等

之
れ
で
見
る
亡
、
十
月
二
十
九
日
頃
に
置
日
黙
潜
通

る
ら
し
く
、
地
球
へ
も
五
千
萬
里
位
に
近
づ
く
筈
Q

　
此
の
彗
星
ば
一
入
入
四
年
九
且
十
七
日
ド
イ
ツ
の

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
で
チ
ル
フ
氏
が
我
見
し
糞
も
の

で
其
の
後
、
七
年
毎
に
回
聾
し
、
一
八
九
一
年
、
一

入
九
歴
年
、
】
九
一
一
年
、
　
一
九
一
入
年
に
見
え

糞
。

三
七


